
ベトナム・ハノイから見た日本―28歳女性の場合 
⑥ アジアの片隅で学んだこと 

 

  ハノイに来て半年。日本での会社を辞め、渡越を決

めるまでは、就職の手続きもあり 4 ヶ月ほどを要しまし

た。あることをきっかけに、日本に戻ろうと決めてから

は、3日後に会社に伝え、1ヶ月半後には飛行機に乗っ

ていました。ハノイ滞在は当初 2ー3 年を考えていたの

で予想外の展開ですが、頭を整理し、今後を考えるよ

い時間を過ごせました。滞在期間と同じく、半年で連載

を終わらせてもらうことにします。 

 

■ハノイへ来たこと、学んだこと 

 正直に、なぜベトナムに来たのかを語ろうとすると難

しいです。連載の最初に書いたように、日本企業の人

事の非合理さや強権性に嫌気がさしたことや、なんと

なく「アジアでの可能性」みたいなものに賭けてみたく

なった、というところでしょうか。 

 実際に来てみて、前者については、本を読んだり、ベ

トナムの雇用慣行に触れたりして、日本の特徴（年齢

を参考にした「能力」主義、就職ではなく就社の慣行、

それゆえの部署・地域横断的人事異動、前提とするサ

ラリーマン・専業主婦世帯など）が理解できました。か

つて大学の教授に、「私憤を公憤にできるやつは大きく

なる」と言われたことがありますが、自分の悩みが「日

本の課題」に昇華できたようで、すっきりしました。一方、

後者については、保険の仕事に物足りなさを感じてい

ました。どこでやるかではなく、何をやるかが、自分に

とっても重要なのだと感じつつありました。 

 

■木全ミツさんの言葉 

 そんなときに出会ったのが、1960 年に東大医学部を

出て、労働省に入省してキャリアを歩み続けた木全ミ

ツさんという女性の言葉でした。「世の中を変えたいの

なら、現実の社会を知り、体験を通じて一人称で語れ

るようにならなくてはいけない」。そして、アジアに出る

のもいいけれど、日本にも問題は山積していて、特に

女性は「日本の社会が直面している問題について知ら

なさすぎる」という指摘は、私の問題意識を深く、はっき

りとさせてくれるものでした。 

 ハノイで漂って、考えることに集中しているときではな

いと、次の進路を見つけた気がしました。 

 ハノイの女性たちに感化されたことも多かった。ベト

ナムでは、年頃の女性の厄年がやたら多くて、確か 21、

23、26、28 歳は縁起が悪いとされている。結婚は大体、

数え年で 25歳か 27歳の年にしなくてはいけない。2人

子政策なので、子どもは 2 人持つのが常識。収入面の

不安もあるから、みな必ず働く。 

 窮屈ながらも、これらの「家族・社会からの要請」をし

っかりこなしつつ、仕事をこなす彼女たちがたくましく見

えました。日本では、夫の転勤も含め、会社の人事な

どで悩まされることも多いけれど、私自身はそれを振り

切って、彼女たちに負けずに仕事も家庭もばりばりや

っていこうと背中を押されました。 

 

■若い職場ならではの明るさ 

 大きな理由ではないですが、日本の食生活が懐かし

かったことも、少しあります。ベトナムの食堂も安くてお

いしいのですが、絶対的に日本に負けるのが、野菜の

味。ベトナムで農業指導のＮＰＯをやっている日本人女

性によると、「ベトナムの農村は大量に農薬を使うこと

を覚えてしまい、土が痩せておいしい野菜を作れなくな

っている」とのこと。生野菜もあまり食べません。 

 
 退社の日。午後 3 時くらいに、全社員向けメーリング

リストで退職のあいさつをしました。覚えたベトナム語

を使って送ると、あるベトナム人男性社員から「君がい

なくてさみしい」と日本語で（全社員に届くように）返信

が！どこかネット上の翻訳サイトで、直訳したもののよ

うで、社内が瞬間的に大爆笑になりました。平均年齢

が 30 歳以下の、若い職場ならではのひととき。彼らな

りの明るい送り出し方がうれしかったです。 


